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4-13 小規模校の再編整備

実
施
内
容

小規模校における児童生徒や学校運営に関する様々な課題を解消し、子どもたちの健全な成長と
より良い教育環境を整えるため、再編整備を行う。

目
標

再編整備対象校を選定し、順次規模の適正化を図り、年間管理運営費を削減

（平成28年度追記）

教育委員会事務 局 学校管理 部 教育環境整備推進室 課

- -

29年度

数
値
目
標

26年度 27年度 28年度 29年度

-
- -

工
　
　
程

当初予定

26年度 27年度 28年度 29年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度 27年度 28年度

26年度 27年度 28年度 29年度

実
績

- -
-

28
年
度

・保護者や地域住民の代表、学校及び行政関係者で構成する再編整備懇談会を開催（4月～2月）
・懇談会の意見をふまえ、再編新校地の場所を決定（7月）、新校名の決定（3月）
・校舎の長寿命化調査の実施（3月）
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評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成
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考
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28
年
度

Ｂ

課題
平成30年4月の再編新校開校に向けて、通学路整備や学校運営の調整等を
計画的に進める必要がある。

改善策
児童の交流行事や職員の合同会議、研修等を行うとともに、再編整備懇談
会を継続的に開催し、各種調整を円滑に進める。

単年度の
効果額見込
及び実績

-
-

-

・再編整備対象校の選

定 

・保護者、地域住民との

調整等 

27年度以降の年次工程

を作成 

・再編整備対象校の抽出 

・関係者と調整等 ●原山台・原山台東小学校の再編整備決定 

●再編整備懇談会開催 

・保護者、地域住民等との調整                 

●新校地の場所を決定●

新校の校名を決定 

校舎の

長寿命

化調査 

○学校設置条例改正上程 

施設整備設計 

・30年度開校に向けた

準備調整 


